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要旨 

近年，インターネットでは，掲示板や Weblog，SNS，SBM など，参加者が意見を掲載する情報媒体が多
数提供されている．しかし，インターネットの情報は，信頼性に疑問のある情報が含まれるなどの問題点が
ある．このため，本研究では，特定の情報媒体について，参加者による評価傾向の分析を行うことで，信頼
性判定の指標となる情報抽出を行うことを目的とする． 
 

1. はじめに    
近年，インターネットでは，掲示板や Weblog，SNS（Social Networking Service），SBM（Social 

Bookmark）といった利用者が意見を掲載することが可能である CGM(Consumer Generated Media)と
呼ばれる情報媒体が普及している．しかし，CGM の情報は，不特定多数の利用者が，情報源の有

無にかかわらず情報を発信しているため，信頼性に疑問のある情報が含まれるという問題点があ

る．そのため，CGM から情報を得るには，その情報の信頼性を判断する必要がある．こうした背

景から，様々な手法を用いて，膨大な情報の中から，必要な情報を収集する研究が行われている．

また，CGM の特徴としては，掲載情報に対するコメントが付加できる点である．このため，利用

者は，信頼性判定の指標として，コメントを取り扱う．このため，CGM の信頼性判定の解析では，

コメントの評価が必須であると考えられる．本稿では，CGM の信頼性の解析のために，従来研究

で一般的な手法である評価辞書を用いる方法に加え，コメントの情報量から信頼性判定の参考とな

る情報抽出方法についての分析を行った． 

2. 本研究の概要 
SBM とは，任意の Web ページに対して，閲覧者がお気に入りの Web ページとして登録を行った

上で，自由にコメントを付加することができる仕組みである．このため，コメントを解析すること

で，Web ページに対する閲覧者の評価傾向を確認することができる．本稿では，SBM から Web ペ

ージとコメントの抽出を行い，抽出した情報を分析することで，信頼度判定の指標となる情報の抽

出を行う．本稿における信頼度とは，評価の傾向に加え，評価情報の情報量にも着目する． 
2.1. 評価辞書を活用した評価情報の取得 

評価辞書の活用では，評価辞書の評価数値を用いた評価判定方式[4]が提案されているため，本

稿においても同様に，SBM から抽出した Web ページとコメントに対して，評価辞書を用いた判定

を行い，評価値として数値化した評価情報の取得を行う．具体的な処理の手順としては，「Web ペ

ージに対するコメントの形態素解析」と「形態素解析結果と評価辞書とのマッチングによる評価数

値の取得」から構成される．本稿では，形態素解析器として，Chasen を利用し，評価辞書は，東

京大学が公開を行っている「Polar Phrase Dictionary」を利用した．また，評価数値の取得時には，

形態素解析結果と評価辞書を比較して，マッチングが可能であった単語についての評価数値の総和

を取得した． 
2.2. 構文解析による情報量の判定  

一般的な文章において，主題となっているキーワードに対しての係り受け関係が意味に及ぼす影
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響は大きい．このため，本稿における情報量の判定においては，単純な単語数のみではなく，係り

受けの階層数も評価対象とする．具体的な処理としては， SBM から抽出したニュース記事及びコ

メントに対して構文解析を行い，その文節数を取得する．本稿では，構文解析器として CaboCha
を利用した．その上で，先の評価辞書による評価情報と文節数を組み合わせた評価値を作成した． 

3. 実証実験 
本稿での提案内容が信頼性判定に有効な情報であることを検証するために，任意の Web ページ

に対する SBM を取得し，提案手法による解析を行った．本実験は，任意の Web ページに対するコ

メント 465 件を判定対象とした．そして，提案手法による解析結果と，目視によるコメントの評価

を「-10～10」の範囲で行い，これを正解データとして比較を行い，相関係数の算出を行った．こ

こでの相関係数の算出には，絶対値を利用している．絶対値を用いた理由としては，肯定的な評価

と否定的な評価における文体裁が同様と考えられるためである． 
 

表 1：実験の結果 
 取得件数 取得漏れ 誤検出 相関係数 

評価辞書のみ 60 件 95 件 0 件 0.571 
文節数のみ 155 件 1 件 5 件 0.579 

評価辞書＋文節数 155 件 1 件 5 件 0.707 
 
最初に，評価辞書とのマッチングで評価情報が取得可能であったコメントの件数は，60 件であ

り，正解データの 155 件と比較すると取得率は，38.7%であった．また，これらの 2 値の絶対値に

おける相関係数は 0.571 であり，弱い相関があると考えられる． 次に，情報量の判定として，コ

メントから文節が取得された件数は 155 件であり，このうち正解データと比較した際の誤検出は 5
件であった．また，正解データの取得漏れは 1 件であり，取得率は，96.1%である．このことから，

評価要素となる単語の検出には，文節数が及ぼす影響は高いと考えられる．また，2 値の相関係数

は，0.579 であり弱い相関があると考える．さらに，評価辞書と文節数を組み合わせた本提案手法

では，相関係数が 0.707 となり，他の 2 手法と比較し，正解データとの相関の高い結果が得られた． 

4. まとめ 
本稿においては，SBM に付けられたコメントを解析することで，ニュース記事の発信者に対す

る評価情報や情報量を分析することで信頼度判定のために参考となる情報抽出を行った．評価情報

の取得に情報量を取り入れることによって，信頼性判定のための新たな観点を提案した．今後の発

展としては，肯定表現と否定表現の特定を行いたいと考える． 
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